
社
名
で
「
鐵
工
」
と
名
乗
っ
て

い
る
が
、
実
際
は
微
細
配
線
印
刷

や
太
陽
電
池
用
シ
リ
コ
ン
へ
銀
線

を
蒸
着
印
刷
さ
せ
る
装
置
等
を
製

作
す
る
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
。
戦
前
に
浜
田
市
で
舶
用
焼
玉

エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
、

鋳
造
や
特
殊
鋼
の
研
磨
な
ど
を
手

掛
け
社
業
を
拡
大
さ
せ
、
56
年
前

に
現
地
に
移
転
。
40
年
前
に
機
工

部
を
設
け
、
国
内
初
と
な
る
Ｃ
Ｄ

ラ
ベ
ル
印
刷
機
を
開
発
し
事
業
化

に
成
功
し
た
こ
と
が
特
殊
印
刷
機

メ
ー
カ
ー
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ

た
。
現
在
で
は
「
機
能
印
刷
」
と

呼
ば
れ
る
電
子
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

自
動
車
、
医
療
、
通
信
な
ど
様
々

な
分
野
で
使
わ
れ
る
デ
バ
イ
ス
部

品
製
造
機
器
の
設
計
製
作
が
主
業

と
な
り
、
特
殊
印
刷
技
術
を
ベ
ー

ス
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
共
に
成
長

を
果
た
し
て
き
た
。

企
画
部
部
長
の
曽
田
大
輔
氏
は

「
も
の
づ
く
り
に
は
課
題
は
あ
る
が

正
解
は
な
い
。
そ
の
答
え
を
自
分

た
ち
の
力
で
導
き
出
す
の
が
面
白

い
」
と
し
、
取
引
先
か
ら
の
オ
ー

ダ
ー
に
対
し
社
内
全
員
で
開
発
、

試
作
。
そ
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
重
ね
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
。

「
わ
が
社
が
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
続
け

る
」
た
め
の
努
力
は
続
く
。

古来から受け継がれるものづくりの技術。
たたら製鉄が生む鋼を使った鉄製品や
精巧な工芸品といった産業が、
この地域の経済を支えてきました。
蓄積された知識と
新たな技術が生みだした、
松江自慢の銘品を紹介します。

株式会社曽田鐵工 本社・工場●松江市富士見町1番地

文●矢島浩三　写真●古川誠

株式会社曽田鐵工
代表取締役

曽田　清

銘
品
た
ち

松
江
の

メ
イ
ド
・イ
ン・マ
ツ
エ
11

松江商工会議所 スタートアップ●2022.31


